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とはできず(Q18:47)，死者は元の身体ごと

匙って審判を受ける(Q17:49-52).神の裁き

は絶対公正で，他者の*罪を負わされないが，

身内を庇うとともできない(Q21: 47，80: 33-

37). ただし，神は信仰者の多少の罪を赦し，

*善行には過分の報奨を与える(Q29: 7).審

判は神と個人の関係で他者の介入する余地は

ないが，神が許せば，天使が*とりなしをす

るととも可能である(Q21: 26-28). 

最後の審判は将来の出来事だが，そとで裁

かれる事柄は今ここでの生き万に他ならない.

審判は 1人の人間が信仰者か不信仰者かを判

別するはずだが， クルアーンは個々の行為の

審判を強調している(Q18:49). 1> Last Judg-

ment ......終末論 (小問淑f)

022再婚預言者の初婚相手が*寡婦であった

せいか，イスラームでは，再婚に対する抵抗

は少ない.条件さえ整っていれば可能である

が，女性の場合*イッダ(待婚期間)を経て

いなければならない.イッダは学派によって

若干の違いはあるが，通常は前回の*結婚終

了(*離婚または死別による)後に*月経が3回

終了するまでという理解である.前夫との聞

にさらに子供ができたか合かを確認するのが

目的である. しかし，成文化された婚姻法で

は固によって施行は若干異なっている.また，

古典的イスラーム法では 3ITJ]のタラーク(犬

の離婚宣言)とイ yダを経て別れた夫婦が再

婚する場合は，妻がいったん別の男性と結婚

・離婚したあとでなければならないという規

定がある. とれは早まった離婚を防ぐための

懲罰規定と考えられるが，地域によっては実

践されなかったととろもある.なお，女性の

場合，他の男性と再婚すると，前夫との間の

子供に対する親権を失う可能性は大きく，女

性にとって厳しい規定が多い1>remarriage 
4 結婚 (小林寧子)

023サイード LEdwardW. Said 調] 1935一
英国委任統治下エルサレム生れのパレスチナ

人思想家，文芸評論家.カイロのヴィクトリ

ア・カレ yジを経て渡米.プリンストン，ハ

ーヴアード両大学で学位取得.コロンピア大

学比較文学科教授.米国市民. ~オリエンタ

リズム!l(1978年)で司オリエントに関する西

欧近代の知が，言説を通じて構造として及ぼ、

す政治的収奪効果と対象支配の暴力を摘出し，

刊:界的反響を及ぼす.67年の第3次*中東戦

争以降，パレスチナ問題に関与し， 74年の

*アラフアートの国連演説を英訳.本パレスチ

ナ解放機構を支持するが，白血病発病により

政治活動を停止.関連著作に『パレスチナ問

題~ (80)， ~最後の空果てて後~(邦題『パレス

ティナとは何か~， 86)， ~犠牲者を嘗める:学

者の偽善とパレスチナ問題~ ~イスラム報道』

(81).時事的発言の集成に『収奪のボリティ

ックス~ (94).帝問主義時代の文学と，それ

への抵抗，そとからの脱却を視野に収めた主

著に『文化と帝国主義~(93)がある.一ォリエ
ンタリズム (稲賀繁美)

024ザイド・イブン・アリー [Zaydibn‘Ali 
ibn al-I:Iusayn ibn‘Ali ibn Abi Talib回〕
698頃 740 シーア派イマーム，アリ-.*ザ

イヌルアーピディーンの息子で，キザイド派

の第5代イマーム.シーア派初代イマーム，

ホアリーの曾孫.アリーと*ファーティマの子

孫であり，有識者であれば誰でもイマームと

なる権利があると主張.さらに武装蜂起によ

るウマイヤ朝勢力の打倒をめざし強硬路線を

とった.異母兄ムハンマド・パーキルの穏健

路線とは異なる彼の姿勢は，多くのシーア派

信者の支持を得， 740年ザイドをイマームと

する集団が反乱を企てる.ととに最初のザイ

ド派が形成されるが，反乱は失敗に終り，ザ

イドはクーファで処刑される.彼の思想は後

代にも受継がれ，ザイド派の思想、となるが，

そこには多分に*ムウタズィラ学派の影響が

みられる.一説ではザイドは*ワースイル・イ

ブン・アターに師事していたともいわれる.
4 ザイド派 (古岡京子)

025ザイド・イブン・サービ卜 [Zayd ibn 
Thabit al-Ansari Lア1] ?-662~76 本クルアー

ンの編纂に重要な役割を果した，預言者ムハ

ンマドの*教友.ハズラジュ族出身の*アンサ

ールで，マディーナに移住したムハンマドの

書記として活躍.優れた記憶力と明敏な頭脳

の持主として評判になった.当時， クルアー

ンの断片は人びとが口頭で暗唱したり，榔子

の葉や石板に記録されたりしていたが，ムハ

ンマドの死後，正統カリフの*アプー・パクル

および*ウスマーン・イブン・ア yファーンの

命令により，ザイドはとれらの神の*啓示を

収集・整理して，まとまった形の最初のクル

アーンを編纂した.また*ウマル・イプン・

ハ yタープのもとでは*ディーワーン制の設

立に尽力し行政官としても優れた業績を残

している.没年には諸説あるが， 662-76年

の問であったと推測される(高野太輔)

026ザイ卜ゥーナ・モスク [Jami‘al-Zay-
tiina閃] チュニスの大モスク.創建はウマ

イヤ朝時代に遡る 732年だが， 863年に*ア

グラブ朝第6代君主アブー・イプラーヒーム・

アフマドにより*カイラワーン大モスクを模

倣した再建がなされた

た円柱を林立させると

ら，水キブラ壁直前の

高くする T字型モス

調する中央廊の 2つ(
ラープ前のものはズ

庭側のものは 11世柄

アサードは念入りなi
ーチには赤と白の縞一

一チ(前廊)はオスマ

ットは 19世紀の建よ

大モスクのものをキ

of Zaytuna 

ザイ 1

027サイドゥー.) 
1795・96-1877 ヌ
吋ヒ西辺境州)で活

17年に成立した J

バードシャー・サ

69年まで存続し7

ール. 10代から'

周辺を放浪した.

“スワートのアー

称で知られるよ

辺境を根拠地と

動鎮圧のためにi

スワートの部族j

のとき彼:は中心

後半の北西辺境

が頻発したが，

の一端を担った

を集め，死後は

に記られた.そ

の参詣者を集比

028ザイド派〔
二イマーム派1
ーの曾孫にあ1

740年に起した

を正統な第5f
と，反乱鎮圧L
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005ナイポール [SirV. S. Naipaul凋 19
32 阿インド諸島トリニダード生れ，イ

ンド系3恨のヒンドゥーの英語作家.オック
スフォード大学卒業後，ジャーナリスト，評

論家として活躍.モプツ政権下のザイールを

モデルにしたと思われる小説『暗い河J(1979 

年)で，植民地後遺蛇ドの根無し草的インド

出身者の悲惨を描き，注目を浴びる.故郷イ

ンドへの距離と愛憎を綴る，半自伝的作品

「閣の領域n(64)のほか，川ンド 傷ついた

文明J(77)につづく Jインド一一無数の騒乱の

現在 (90，邦訳Tインド・新しい風 大変革

期の胎動[)の辛棟で仮借ない現実描写が賛斉

両論の議論を招く. 79-80年の，イラン，

キスタン，マレーシア， インドネシア姐察の

成果として J信者たちのただなかで一一イスラ

ーム紀行~ (81，邦訳『イスラム紀行J)，近代

主義の退潮とイスラーム復興の現状に肉薄す

るインタビュー構成のルポルタージュ J信仰

を越えて1](98，邦訳『イスラム再訪けを刊行.

2001年ノーベル文学賞受賞(稲n繁美)
O侃ナイーマー :MustafaNaima lトJJ 1655 
1716 オスマン朝の宵廷史家*イェニチェ

リ軍人の子としてアレッホ。で生れた.イスタ

ンブルの宮廷に出仕して大宅相ヒュセイン・

パシャの庇護をうけ*修史官に任命されたの

ち，多数の史料を用いて 1591年から 1659年

にいたるオスマン朝の歴史を編纂・叙述した.

その史書T東同情報の要約におけるヒュセイ

ンの楽関』は-般に『ナイーマ一史Jとして知

られ，正確な文体を用いた客観的な墜史叙述

として，オスマン史学の最高の達成とみなさ

れる(小山町~ .tl~) 

007ナイル)11 rBa~r al-Nil 肘1 6825 kmの

世界最大の長さ，アフリカ大陸の約 10分の

lを内める 31O)Jkm2の流域面積をもっ，ア
フリカ大降最大の河川.アフリカ中央のヴィ

クトリア湖を中心とした湖群高原を水源とす

る白ナイルと，エチオピア高原を水源、とする

青ナイルとアトパラ川はスーダンの首都ハル

トゥームで合流しアスワンまでに 6つの爆

布をつくった後，エジプト流域を北上司*カ

イロで2つの支流に分れ，地中海に注ぐ.19 

世紀の近代になって，運河網から成る人工

(通年)*濯j慨が導入されるまで，年 1[円!の定

期的な氾濫に基づく自然(ベイスン)濃滑によ

る農業は高い生産性を示し，古代エジプト文

明から近代にいたる期間，エジプト周辺に勃

興した帝国の穀物倉となった.イスラーム時

697 009 ナウアイ

代には，川が2つの克j流に分れる要衝に立地

するカイロは，イスラーム!日:界の中心都市と

して栄えた. >Nilc 加藤博)

008 ナイロメーター ~miqyas al-Nil間]
*ナイル川の水位計.毎{f・の農産物の収穫高

を左有するナイル川の氾濫の程度を知るため

に設置された石造りの構造物で，川の水位を

計測する日盛と階段がついていた.アラブの

ftE服以降も各地に設置されたが，なかでも有

名なのがウマイヤ朝期に作られ，その後ア y

パース朝期の 861年にカリフ*ムタワッキ

ルの命により改修されたカイロのローダ島の

ナイロメーターである.増水期には毎日の7}c

位が為政者に報告され， 宇定の目盛以上の水

位が計測されると公衆に知らされ，運河の開

~J を記念する祭が執り行われたが，計測され

た水位は，古代以来-の税査定の基準となった.

r:> Nilometer -円程概 (長沢栄治)

009ナヴァーイー [Amir(Mir)Nizam al-
Din ‘Al凶11rNavi!'j r<・AlisherNavoiy ;j九
Ali-shir Nevayi ~;凶 1441-1501 ティム

ール朝末期の*へラートにおいて活躍したト

ルコ系の詩人・文人.チャガタイ・トルコ文学

の確立者とされる.同主朝君主*フサイン・パ

イカラの宮廷における実力者でもあり，学芸

保護や慈善活動に積極的に取組んだ.ヘラー

トに牛:れ， フサイン・パイカラの*乳兄弟とし

て育つ.マシュハドやサマルカンドにも居を

移しつつティムール朝の君主やアミールfcff:

え， また就学した. 1469年フサイン・パイカ

ラがヘラートで即位すると，そのj生時までこ

の君1:に臣従し， ErI璽宵，財務庁のアミーノ1-，
アスタラーバードの州知事などを歴任.89 

年以降はいかなる官職も保持しなかったが，

君主の第 1の側近であるととによって、政府

・宮廷において影響力を保ちつづけた.

ナヴァーイーの職歴は明らかにトルコ・モ

ンゴル系軍人のものであるが， 'lJ時のトルコ

文章語である*チャガタイ請を用いて活発に

著作活動を行い，チャガタイ・トルコ文学の

確立者となった.彼の努力によって中央アジ

アにトルコ肯典文学が根づいたといえる.韻

文作品には 7意味の宝庫J'五部作J~鳥のぎ葉』
など，散文作品にはf高貴なる者たちの集い1

['2つの言語の裁定日心魂より愛される者ーた

ちrLナヴアーイ一書簡集Jなどがあり， とく

に韻文作品は，遠くオスマン朝宮廷でも愛好

された.なお， トルコ詩を諒む時の筆名がナ

ヴァーイーであり，ぺルシア詩を詠む時には

プアーニーという筆名を用いた.

ナヴァーイーはその豊かな経済力を利用し



ラシユテイ 027 1038 

0喧7 ラシュディ一事件ボンベイ(現ムンパ

イ)生れ，英国籍の作家サルマン・ラシュディ

ー(SalmanRushdie・ウルドゥ一語ではサル

マーン・ルシュディー. 1947一)の小説「悪魔の

詩l(The Satanic Verses. 88年刊)は， クル

アーンのパロディff:_iJ:てだとして，刊行以来，
英国などでムスリムによる焚書事件を引起し

インドでも発禁処分を受けていたが，イラン

の指i尊者*ホメイニーが 89イド2}-j11 Hに発

布した*フアトワーにより，同書はイスラー

ム冒漬と認定され，著者を含め出版に関係し

た者は，信者の手で処刑されるべしとの'宣

告を受ける.まもなく“恥ずべき棄教吾"ラシ

ユディーの肯には 600)jドルに相当する懸賞

金がかけられる.

同年2月20H K欧州共同体 12か凶外相会

議が出した共同声明を皮切りに，同際ペンク

ラブをはじめ日山主義閤の欧米諸同の多くで

は，官民をあげて*人権の擁護，表現の自由

を旗印にイラン側の“同際テロリズム扇動"

と1判際法違反の殺害教唆"を弾劾し(移民へ
の配慮を示したカナダを除き)守同書の出版

を断行する.対するイラン側は， とれを欧米

によって〈あらたに共謀された，倣慢と，ィ

スラームへの全面的白清のしるし>(アーヤト

y ラ~.*モンタゼリー)とみて，全而的立、Ur.

姿勢をぷす.ムンパイやカラーチーで大規模

な以ラシュディー暴動が発生. イランを除く

ほとんどのイスラーム諸同は 3月1311リヤ

ードでの外相会議で‘ホメイニーの“処刑宵

言"には同意しないが，欧米での小説販売停

止と同収を求める決議を採択. との問，殺芹

の恐れのあったラシュディーは地ドに潜行を

余儀なくされる. 6月3Hにはホメイニーが

死去するが*ラフサンジャーニ一同会議長

は， ブアトワーに撤同のありえぬことを確認.

90年には， 日本-語rif'{が出版されるが，そ

れに先立ち在日パキスタン人協会による 11¥版

反対デモが組織され，外1_1oJ人特派員記荷会見

の席で，出版プロモーターがパキスタン人か

ら暴行を受ける. 日本書籍出版協会も H本ぺ

ンクラブも出版支持去時j要請には態度保留.

大手新聞社は出版元の新聞広台の掲載を見合

せ， 日目の大書目は小説のI占頑販売を 1111避
した. 91年 7月 11日夜，筑波大学構内で，

H本語版訳者， 五十嵐」下はM者かにより
殺害されたが，翻訳と事件の関係は米諸

Rushdic Affair (稲n繁XJ
028 羅針盤~qumba号判~ 磁針がほぼ南北を
さす特性を利用して，自白などで)jf立を正確に

測定する器只*アストロラーブ， カマーノL

kamalなどの)j位角を測定する掠具と併せて，

大洋航海に利用された.その発見と手Ij用は中

国に始まったといわれるが， 13世紀，中国

ジヤンクが|軒凶インドの諸港を頻繁に訪れる

ようになると，アラビア海の*ダウ船の一部

に巾同式の羅針盤が装備された.初期の羅針

盤は，Jj(盤に磁力を帯びた鉄針を浮かべて方

{V:を測定する簡単なものであったが，急速に

紅海や東地中海に伝播し*航海術や航海図

の作成に大きな進歩をもたらした. 16世紀

以後の酉ヨーロッパ人による，いわゆる大航

海時代は，中国から伝わった羅針盤，イスラ

ーム!U:界で発達した*地理'乳*天文学，各種
*-測器只，三角帆による航法などの先進的な

航海術を総合的に受容することによって達成

された. I>compass .....航海術 (家島章一)

029 ラーズィー，アブー・バクル [Abu 

Bakr MuJ:!ammad ibn Zakariya' al-Razi 'アL
864-925・32 医者，哲学者*錬金術師.中

世ラテン世界では*医学の分野で有名.人間

の即wt:を重視したため，現代の研究者からは
臼由思想家と評される.ラテン名はラーゼス

Rhazes. イランの*レイに生れ，おそらく最

初jはリュート奏者であった.その後錬金術に

没頑し H副討を皆、ったために医者ーになったと
いわれる. レイとバグダードで病院を指導し，

レイで没す. ヒ yボクラテスや*ガレノスの

凡解を自らの診療経験で修正しつつ綴った覚

書が，没後にJ医学集成」として刊行された.

錬金術の分野でも，ヘルメスの権威を否定し

実験色を強めた.ラーズィーの思想の根本に

は用性への信頼がある.また*イスマーイ

ール派から批判される預言持街定論もこの思

想に基づく.ただし*倫理学ではエピキュ

ロス流の快'来説を採り，心の平諦こそが快棄

であるとし理性に対する歯止めとした.形

rTri 1--_学の分野では*永遠のらつの原理(神，
普遍:長魂，第一*質料，時間，宅問)を立て，

tH:界はあるH;f点で創造されるという説を採っ
たが， とれは背?とがl:張する“世界の永遠性"

と神'芋者が主張する“無からの創造"をともに

否定する説である({:[-寿晴)

030 ラーズイー，アブー・ J、ーティム

:Abu H邑timAJ:!mad ibn I:Iamdan al-Razi国:
7-933/4 *イスマーイール派の思想家.同

派への*新プラトン主義導入に大きな役割を

来した 1人.教官民(*ダーイー)としても活

動.現イラン北阿部の都rtJ*レイの近知出身

で， 920年頃からレイを中心とした地域の教

官指導者となる*カルマト派として活動.

30年頃*マフディー到来を予言-する運動が失

敗した後，潜伏片

J訂正の書』で新プ

ル派思;恒への導入

マド・ナサフィ~(

一部とする教説右

まで続く教義論争

医師で哲学者のア

の啓示宗教批判に

マーム論を擁護し

る.

ω1 ラーズイー，

:Qu1b al-Din Ml 

al-Buwayhi al-Ra2 

65 背学者¥*論王

ブン・スィーナ ~i

芹lJを果した. シー

あるが，スンナ派

われる.アッラー

スィール yディー

にあたり，イプ L

告」の注釈占ーとし寸
ールッアィーン・+フ

ィーン・トゥースノ

イランの*マドラ→

ー方，論理学者と

ニー・カーティピ

ーヤ|に注釈を付1
032 7-Aィー，

戸Fakhral-Din AI 

ibn‘Umar al-Ra， 
ュアリ一学派神学

法学者¥ クルア一

都市*レイに生h，
その後，ムスリム

出，中央アジア¢

アン±ナフルでJム
した*ホラズムエ

ラートに定住し，

ホマドラサ(学院)日

がら過した.思想

*ガザーリーを継

学に*門学を批判l

的傾向をもち，さ

せた*イブン・ス

の著作，神学的著

学，幾何学，人和

作を残している.

アーンn釈芹U不I
ω3ラスター彩陪
光沢をボす*陶揖.

たi&，その上に酪
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